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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　消毒液を収容する内装部材と、内装部材を覆う外装部材から構成される消毒液包装容器

であって、

　外装部材と内装部材は外力により変形可能な樹脂材料から形成され、

　外装部材には、内装部材の表面から外装部材の表面に連通し、内装部材に収容された消

毒液を外部に吐出するための流路が少なくとも１つ形成されており、すべての流路には、

消毒液を液密に保持し、かつ容易に破裂できる膜が少なくとも１つ形成されていることを

特徴とする消毒液包装容器。

【請求項２】

　内装部材は、塩化ビニル樹脂またはポリエチレン、外装部材はウレタンゲル、ウレタン

フォームまたはゴム材料から構成されていることを特徴とする請求項１に記載の消毒液包

装容器。

【請求項３】

　流路の内側端部に接している内装部材の表面は薄肉に形成されており、この薄肉部以外

の内装部材の全部または一部の表面は厚肉に形成されていることを特徴とする請求項１ま

たは請求項２に記載の消毒液包装容器。

【請求項４】

　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の消毒液包装容器の内装部材に１回分の手

指消毒に必要な消毒液を充填したことを特徴とする消毒液キューブ。
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【 請 求 項 ５ 】

　 外 形 が 、 立 方 形 状 、 直 方 体 状 、 円 柱 状 や 球 状 の 特 定 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ４ に 記 載 の 消 毒 液 キ ュ ー ブ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 消 毒 液 の 包 装 容 器 と こ れ を 用 い た 消 毒 液 キ ュ ー ブ に 関 す る 。 特 に 、 手 指 用 の ア ル コ ー ル

等 の 消 毒 液 を 1回 分 ず つ 個 別 包 装 す る 消 毒 液 包 装 容 器 と 、 こ の 包 装 容 器 を 用 い た 消 毒 液 キ

ュ ー ブ に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り 、 店 頭 な ど で 感 染 防 止 の た め に ア ル コ ー ル 等 に よ

る 消 毒 が 求 め ら れ て い る 。 セ ン サ 等 に よ り 自 動 で 消 毒 液 が 吐 出 さ れ る 容 器 や 足 で 操 作 す る

容 器 な ど 容 器 に 接 触 せ ず に 消 毒 が 可 能 な 装 置 も あ る が 、 消 毒 液 容 器 を 自 分 の 手 指 で 押 し て

消 毒 液 を 出 す タ イ プ の も の を 設 置 す る 店 舗 も 多 く 、 容 器 を 介 し て 他 人 と 間 接 的 接 触 す る こ

と に 不 安 を 感 じ る よ う に な っ て き た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 消 毒 液 が １ つ し か 設 置 さ れ て い な い 店 舗 も 多 く 、 消 毒 待 ち の 行 列 が で き て し ま う

こ と で 密 状 態 と な っ て し ま う こ と や 、 待 ち き れ ず に 消 毒 せ ず に 入 店 す る 人 が 出 て し ま う 恐

れ も あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 使 用 時 に 包 装 容 器 を 変 形 さ せ て 内 容 物 を 吐 出 す る も の が 開 示 さ れ て い

る が 、 ペ ー ス ト 状 ま た は 粘 性 の あ る 内 容 物 を 分 配 す る こ と を 目 的 と し た も の で 水 溶 液 状 の

消 毒 液 の 収 容 に は 必 ず し も 適 し て い な い と と も に 、 所 定 の 形 状 に 変 化 さ せ な け れ ば な ら ず

、 小 さ な 子 供 や 高 齢 者 に は 片 手 で 容 器 を 変 形 さ せ て 液 状 の 消 毒 液 を 吐 出 さ せ 、 反 対 の 手 で

こ ぼ さ ず に 受 け て 消 毒 す る こ と が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ８ ４ ７ １ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 誰 で も 簡 単 に 手 指 を 消 毒 す る こ と が で き 、 既 存 製 品 の 問 題 点 で あ る 消 毒 液 の 容

器 を 介 し た 間 接 的 接 触 を 減 ら す と と も に 、 消 毒 待 ち の 行 列 を 解 消 で き る 製 品 が 必 要 と 考 え

た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 消 毒 液 包 装 容 器 は 、 消 毒 液 を 収 容 す る 内 装 部 材 と

、 内 装 部 材 を 覆 う 外 装 部 材 か ら 構 成 さ れ る 消 毒 液 包 容 器 で あ っ て 、 外 装 部 材 と 内 装 部 材 は

外 力 に よ り 変 形 可 能 な 樹 脂 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 外 装 部 材 に は 、 内 装 部 材 の 表 面 か ら 外 装 部

材 の 表 面 に 連 通 し 、 内 装 部 材 に 収 容 さ れ た 消 毒 液 を 外 部 に 吐 出 す る た め の 流 路 が 少 な く と

も 1つ 形 成 さ れ て お り 、 少 な く と も 1つ の 流 路 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 （ 吐 出 部 ） に は 、 消

毒 液 を 液 密 に 保 持 し 、 容 易 に 破 裂 で き る 薄 肉 の 膜 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る

。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 消 毒 液 包 装 容 器 を 手 指 で 押 し た り 握 る こ と に よ り 、 外 装 部 材 が 変 形 し て

内 装 部 材 に 衝 撃 や 圧 力 が 加 わ る こ と に よ り 流 路 に 形 成 さ れ た 膜 が 破 断 さ れ て 内 装 部 材 に 収

容 さ れ た 消 毒 液 が 流 路 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 （ 吐 出 部 ） に 形 成 し た 膜 を 破 断 し て 、 吐 出

口 よ り 外 部 に 吐 出 さ れ 、 手 指 を 簡 単 に 消 毒 す る こ と が で き る 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 消 毒 液 包 装 容 器 お よ び 消 毒 液 キ ュ ー ブ に よ れ ば 、 店 頭 な ど で 消 毒 液 キ ュ ー ブ を

取 っ て 片 手 ま た は 両 手 で 押 し た り 握 る だ け で 消 毒 液 を 手 指 に 吐 出 さ せ て 誰 で も 簡 単 に 消 毒

を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 他 人 の 触 っ た 消 毒 液 容 器 に 触 れ る 必 要 が な い た め 間 接 的 接 触

の 不 安 も な く 、 ス ー パ ー な ど の 店 頭 や イ ベ ン ト 会 場 の 入 口 に 消 毒 液 待 ち の 行 列 も 発 生 し な

い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 消 毒 液 包 装 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 断 面 図 で あ る 。 （ ａ ） 図 １ の Ａ － Ａ ′ 断 面 図 で あ る 。 （ ｂ ） 図 １ の Ｂ － Ｂ

′ 断 面 図 で あ る 。 （ ｃ ） 図 １ を 用 い た 消 毒 液 キ ュ ー ブ の 使 用 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 消 毒 液 包 装 容 器 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） 第 ２ 実 施 例 の 側 面

図 で あ る 。 （ ｂ ） 第 ２ 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 消 毒 液 包 装 容 器 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） 第 ３ 実 施 例 の 側 面

図 で あ る 。 （ ｂ ） 第 ３ 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 消 毒 液 包 装 容 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 消 毒 液 包 装 容 器 お よ び 消 毒 液 キ ュ ー ブ の 実 施 例 を 示 す 。

　 本 発 明 の 消 毒 液 包 装 容 器 (1)は 、 消 毒 液 (D)を 液 密 に 収 容 す る 内 装 部 材 (2)と 、 内 装 部 材 (

2)の 周 囲 を 覆 う 外 装 部 材 (3)と 、 内 装 部 材 (2)の 消 毒 液 (D)を 外 部 に 吐 出 す る た め の 流 路 (4)

か ら 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

＜ 実 施 例 ＞

　 本 発 明 の 消 毒 液 キ ュ ー ブ (10)は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 圧 力 や 衝 撃 で 容 易 に 変

形 し て 破 れ や す い 内 装 部 材 (2)に 消 毒 液 で あ る ア ル コ ー ル 消 毒 液 を 収 容 し た 消 毒 液 ボ ー ル (

20)と 、 消 毒 液 ボ ー ル (20)を 被 覆 す る 外 装 部 材 (3)と 、 外 装 部 材 (3)に 設 け ら れ る 消 毒 液 を

吐 出 す る 流 路 (4)と 、 外 装 部 材 (3)の 表 面 に 設 け ら れ る 吐 出 口 (40)か ら 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 内 装 部 材 (2)は 、 手 で 握 っ た と き の 圧 力 や 衝 撃 で 破 断 す る 素 材 お よ び 構 造 の 材 料 で あ れ

ば 何 で も よ い が 、 例 え ば 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ ア ミ ド

、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン お よ び ポ リ ウ レ タ ン 等 か ら 構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。

外 装 部 材 (3)は 、 柔 ら か い 素 材 で あ れ ば 何 で も よ い が 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン ゲ ル 、 ウ レ タ ン

フ ォ ー ム ま た は ゴ ム 材 料 等 か ら 構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

＜ 消 毒 液 ボ ー ル に つ い て ＞

　 消 毒 液 ボ ー ル (20)は 、 内 装 部 材 (2)に 消 毒 液 で あ る ア ル コ ー ル 等 の 消 毒 液 を 収 容 し た も

の で あ り 、 消 毒 液 (D)は 、 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 球 状 の 内 装 部 材 (2)や 、 図

３ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の 内 装 部 材 (2)に 収 容 さ れ て い て も よ い 。 そ し て 、 当 該 消 毒 液 ボ

ー ル (20)は 、 例 え ば 、 略 立 方 形 状 の ウ レ タ ン ゲ ル 製 の 外 装 部 材 (3)に よ っ て 外 側 全 体 を 被

覆 さ れ て お り 、 図 １ ～ ５ の よ う に 、 外 装 部 材 (3)の 内 部 に １ つ 形 成 さ れ て い て も よ い し 、

複 数 個 の 消 毒 液 ボ ー ル (20)が 内 包 さ れ て い て も 差 し 支 え な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ＜ 外 装 部 材 に つ い て ＞

　 外 装 部 材 (3)は 、 図 ２ (c)に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 消 毒 液 キ ュ ー ブ (20)を 手 指 で 握 っ た と

き に 大 き く 変 形 し 、 内 包 さ れ た 消 毒 液 ボ ー ル (20)の 薄 肉 の 膜 (41)を 破 っ て 消 毒 液 (D)を 外

部 に 押 し 出 す こ と が で き る 程 度 の 強 度 と 柔 軟 性 を 持 っ て い る 。 外 装 部 材 (3)の 表 面 に は 、

少 な く と も １ つ の 吐 出 口 (40)が 形 成 さ れ て お り 、 吐 出 口 (40)か ら 消 毒 液 ボ ー ル (20)ま で 流

路 (4)が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 吐 出 口 (40)に は 、 消 毒 液 ボ ー ル (20)か ら 流 路 (4)を 通 じ て 外 部 に 押 し 出 さ れ る 消 毒 液 (D)

に よ り 容 易 に 破 れ る 薄 肉 の 膜 (41)が 形 成 さ れ て い る 。 消 毒 液 が 薄 肉 の 膜 (41)を 破 り 、 流 路

に 適 切 に 流 れ る よ う に 薄 肉 の 膜 (41)の 反 対 側 を 厚 く 形 成 (42)し て い る 。 膜 (41)は 、 図 ２ に

示 す よ う に 、 流 路 (4)の 内 側 の 端 部 に 形 成 さ れ て も よ い し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 流 路 (4)の

外 側 の 端 部 に 形 成 さ れ も 、 流 路 (4)の 中 間 部 に 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 消 毒 液 (D)に つ い て ＞

　 消 毒 液 (D)と し て は 、 通 常 人 体 に 適 用 さ れ る 消 毒 液 で あ れ ば 構 わ な い が 、 エ タ ノ ー ル 、

イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 他 の ア ル コ ー ル 類 、 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 、 塩 化 ベ ン ゼ ト ニ ウ

ム 、 グ ル コ ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン 、 ク ロ ロ キ シ レ ノ ー ル 、 ク ロ フ ル カ ル バ ン 、 フ ル オ ロ サ

ラ ン 、 ヘ キ サ ク ロ ロ フ ェ ン 、 ヘ キ シ ル レ ゾ ル シ ノ ー ル 類 、 ヨ ウ 素 を 含 有 す る 化 合 物 や ビ グ

ア ニ ド 誘 導 体 、 そ の 組 み 合 わ せ が 挙 げ ら れ 、 特 に 、 約 ６ ５ ～ ７ ０ ％ ア ル コ ー ル を 用 い る の

が 好 ま し い 。 消 毒 液 (D)に は 、 界 面 活 性 剤 や ｐ H調 整 剤 等 の 添 加 剤 が 含 ま れ て い て も よ い 。

ま た 、 消 毒 液 (D)の 形 態 に 関 し て は 液 体 の 状 態 の も の に 限 ら ず に ジ ェ ル 状 の も の も 適 応 で

き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ の 内 装 部 材 (2)に 収 容 さ れ る 消 毒 液 (D)の 量 は 、 １ 回 の 手 指 に 広 げ て 消 毒 を 効 率 的 に

行 う こ と が で き る よ う に ２ ｍ ｌ 程 度 と な っ て い る 。 １ 回 分 の 消 毒 液 の 量 は 、 消 毒 液 の 種 類

や 使 用 者 、 使 用 場 所 な ど に 応 じ て 調 整 す る こ と が で き 、 １ ～ ５ ｍ ｌ 程 度 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の 発 明 の 消 毒 液 キ ュ ー ブ に よ れ ば 、 消 毒 液 キ ュ ー ブ を 手 指 で 押 し た り 握 る だ け で 、 薄

肉 の 膜 (41)を 破 る こ と が で き る た め 、 誰 で も 簡 単 に 消 毒 液 を 吐 出 さ せ て 手 指 を 消 毒 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 内 装 部 材 (2)を 外 装 部 材 (3)で 覆 っ て い る た め 消 毒 キ ュ ー ブ を 手 指 で 握

り や す く 、 消 毒 液 が 流 路 (4)を 通 じ て 吐 出 さ れ る た め 消 毒 液 を 保 持 す る 内 装 部 材 (2)に 直 接

衝 撃 や 圧 力 を 加 え て 破 る 場 合 の よ う に 消 毒 液 が 周 囲 に 飛 び 散 っ た り す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の 消 毒 液 包 装 容 器 お よ び 消 毒 液 キ ュ ー ブ は 、 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で

は な い 。

　 消 毒 液 包 装 容 器 お よ び 消 毒 液 キ ュ ー ブ の 形 状 は 、 図 １ に 示 す 立 方 形 状 に 限 る も の で は な

く 、 内 装 部 材 (2)の 図 ３ 、 図 ４ ま た は 図 ５ の よ う に 円 柱 状 や 球 状 な ど で あ っ て も 、 星 形 や

花 形 、 動 物 な ど を 模 し た 形 と し て も よ い 。 ま た 、 消 毒 液 包 装 容 器 お よ び 消 毒 液 キ ュ ー ブ の

サ イ ズ は 、 片 手 で 握 れ る サ イ ズ で あ れ ば よ く 、 図 １ お よ び 図 ２ の 立 体 形 状 で は 一 辺 が １ ．

５ ｃ ｍ ～ ４ ｃ ｍ が 好 ま し く 、 図 ２ の 円 柱 状 で は 長 さ が ３ ～ ８ ｃ ｍ が 好 ま し い 。 図 ４ お よ び

図 ５ の 球 形 状 で は 直 径 ２ ｃ ｍ ～ ６ ｃ ｍ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 外 装 部 材 (3)に 設 け ら れ る 流 路 (40)は 、 図 ４ の よ う に 、 内 装 部 材 (2)か ら 放 射 状 に 多 数 の

流 路 (4)が 設 け ら れ た 構 成 や 、 図 ５ の よ う に 、 外 装 部 材 (3)を ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 の ス ポ ン

ジ の よ う な 多 孔 体 で 形 成 し た 構 成 と し て も よ く 、 こ の 場 合 は 内 装 部 材 (2)の 表 面 の 一 部 ま

た は 全 部 が 膜 (41)と な り 、 多 孔 部 が 流 路 (4)と し て 機 能 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 外 装 部 材 (3)を 立 方 体 状 お よ び 直 方 体 状 と し た も の で は 、 箱 に 隙 間 な く 詰 め る こ と が で

き る た め 、 搬 送 時 の 振 動 や 衝 撃 等 に よ り 外 装 部 材 (3)が 変 形 し て 消 毒 液 が 外 部 に 漏 れ 出 る

こ と が な い 。 ま た 、 外 装 部 材 (3)の 強 度 を 高 め る こ と で 、 利 用 者 が ポ ケ ッ ト や 鞄 な ど に 入

れ て 持 ち 運 び 、 必 要 な 際 に 手 指 を 消 毒 す る 際 に も 利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 １ 　 　 消 毒 液 包 装 容 器

　 １ ０ 　 消 毒 液 キ ュ ー ブ

　 ２ 　 　 内 装 部 材
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　 ３ 　 　 外 装 部 材

　 ４ 　 　 流 路

　 ４ ０ 　 吐 出 口

　 ４ １ 　 膜

　 Ｄ 　 　 消 毒 液 （ ア ル コ ー ル ）

【 要 約 】

【 課 題 】 誰 で も 簡 単 に 手 指 を 消 毒 す る こ と が で き 、 既 存 製 品 の 問 題 点 で あ る 消 毒 液 の 容 器

を 介 し た 間 接 的 接 触 を 減 ら す と と も に 、 消 毒 待 ち の 行 列 を 解 消 で き る 製 品 を 提 供 す る こ と

。

【 解 決 手 段 】 消 毒 液 (D)を 収 容 す る 内 装 部 材 (2)と 、 内 装 部 材 (2)を 覆 う 外 装 部 材 (3)か ら な

る 消 毒 液 包 装 容 器 (1)で あ っ て 、 外 力 に よ り 変 形 可 能 な 樹 脂 製 の 外 装 部 材 (3)に 、 内 装 部 材

(2)の 表 面 か ら 外 装 部 材 (3)の 表 面 に 連 通 し て 、 消 毒 液 (D)を 外 部 に 吐 出 す る た め の 流 路 (4)

が 少 な く と も 1つ 形 成 さ れ て い る 。 流 路 (4)に は 、 消 毒 液 (D)を 液 密 に 保 持 し 、 か つ 容 易 に

破 裂 で き る 膜 (41)が 形 成 さ れ て い る 、 消 毒 液 包 装 容 器 。

【 選 択 図 】 図 ２

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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